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府中ホスピスを考える会通信 �第4号05/06/05 

4周年目の会期を迎えて

小西厚子

「府中ホスピスを考える会」は、設立してから4年目になります。

会の目的「ホスピスについての理解を深め、終末期医療としてのホスピス(在宅および施設)の普

及を目指す」のために、この通信の4頁に実施歴が記録されていますように、勉強会・講演会を開

催・参加してまいりました。

会員数は、初年度の会費納入音数95名から、昨年度(平成17年3月末)は8了名に減少して

いますが、会員の皆様からお預かりした会費をできる限り有効に使って、勉強会・講演会の開催を

中心に活動して行きたいと、役員一同気を引き締めて4周年目の会期に向うことにしたいと考えて

います。

昨年、府中市制施行50周年記念市民事業に、私たちの会が企画した長谷方人氏による謹演会『コ

ミュニティで考えるこれからのホスピスケア』が採用され、11月7日に実施いたしました。この

講演会で長谷氏が話された新しいホスピスとして建設中の「ケアタウン小平」(小平市御幸町)は、

5月末からカタログを希望者に配布を始めているとのことです。(パンフレット申し込み方法は、

下寵参照)　市の広報にこの講演会の開催諸事が掲載されましたので、広く市民の皆様の目にとま

り:初めての参加者も会場にお見えになり盛会に終わりました。また、府中医師会、市役所内の担

当部署や福祉保険部等にチラシと会報を持って伺い、私たちの会について広報活動をいたしま

第12回勉強会として、6月5日に行う諮演会は、森山レイ子会員にご経毅をふまえた

ホスピスの必要性についてお話していただきますが、当日参加できない会員の皆様のために、概要

を書いていただきましたので、この通信に掲載しています。

今年度も、会員の皆様とご一緒に、府中ホスピスを考える会の活動を前進させて行きたいと思い

ます。

*「ケアタウン小平」のカタログの申し込み先

メール=inめ@aka聴山王出血en.孤e七

ホームページ=h龍p:〃ww冊aka忠通・瞳He皿山ne七
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府中ホスピスを考える会通信 第4号　05IO6IO5

=二重

戸コ
農夫をガンで見違ってず　一入院治療3ヶ月後の不安-

森山　レイ子

健康体を自負していた夫が、平成13年の夏、脊椎狭窄症の手術の結果、悪性リンパ腫という血液ガ

ンに冒されていて、放置すると余命3ヶ月という宣告に大きな衝撃を受けた。

M市にある総合病院で整形外科医による手術を受け、併行して泌尿器科で導尿装置挿入、

抗ガン治療に向けての諸検査を重ね、9月から、血液内科医による.嫡・採血・注射・服薬の抗ガン治

療が始まった。この治療は三期繰り返すという方法で、治療効果のバロメーターとされる白血球の数値

が正常値にあり第一期は順調にクリアし、9月末に退院した。

入院生活約3ヶ月後のことで、本人は勿論、家族も明るさを取り戻した思いだったが、二期、三期の治

療は通院と在宅ですることになる。

予約とはいえ長時間待ち、治療を受け、大量の薬の処法を済ませ、一日がかりでクタクタに疲れる。

三科交互に頻繁な予約日で、その度にタクシーを呼び、病院までの往復に約8000円。思いがけない

出費だった。

この年の工2月腑中ホスピスを考える会」の発足会が甘野原先生をお迎えして開かれ、先生は「三

人に一人がガン患者になる時代で身近にホスピスの必要性」を話されたことが心に残る。当事者として

私は強い関心を抱き参加し珊入会した。

夫の治療は工2月で三勅を乗り切り、平成工4年新年早々から連日20日間、最後のとどめの治療と

して放射線治療が組み込まれていた。照射する局所の確認のため、上半身は碁盤の目のようにサインペ

ンで線だらけe照射の影響で血尿が多くなり、導尿装置のカテーテル榔詰まり、昼夜を問わず一日何回

も泌尿器科に往復し治療をしなければならない日が続き、心身共に最も苦痛の大きい治療で、本人は二

度と放射線治療はやりたくないと繰り返し言っていた。

以前より軽くはなったものの足のしびれは続き、導尿装置や腰痛用のコルセットは着けたままだが、

陽春と共に快方に向い、通院も3ヶ月に一度程度になり百分で車を運転して行ける様になり、3年間の

この小康状態が大きな支えになっている。

毎回の予約日には快方にあると診断されながら、昨年工〇月、救急車で入院し、再発のため集中治療

を受けることになった。この治療が間もなく3ヶ月になろうとする12月末に「現代医療上での全ての

治療は施したのであと転院して療養するように」との病院の説明に奈落の底に突き落とされた思いで

大きな不安の日が続いたe病院は最後まで病人をみてくれる所と思い込んでいたのに、どうすればよい

のだろう…と悩み、心あたりの医療機関に問い合わせ療養生活の場を探し回ったが、死を目前にした

最愛の家族の最後を人間の尊厳をもって見送れる所が見つからないまま、入院中のベッドで、家族の見

送りも間に合わずに本年工月工3日に旅立ったことが無念である。数少ないホスピスは待機者か多ぐ

入所頓位は気の遠くなる現状だった。

ガンが国民痛といわれる今日、日本にはガンに対する指令塔がなぐ従って専門医も極めて少ない。

この対応に遅ればせながらやっと厚生労働大臣が指令塔になり、この4月から動き薗したという。N尊K

でも最近何回かこのテーマが取り上げられ放映された。

ホスピスの必要性を切実に体験した者として、身近に一日も早く設立されるように声を大にして呼び

かけていきたい。

一撥醸一幕戴幕鴫韻慈面か鶉醸法載渡慕一騎一騎・捗違穣態一轢潜ま由睦言蘭鐙一鶉・詫璃譲一袋鶉卜暴瑛姦一蟻-
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“ガンは免疫力で自然治癒する牛・‥安保免疫学の紹介　　　　　　滝山　満子

現在、日本人の死因別死亡率は、悪性新生物(がん)がトップo3人に1人がガンで死亡していると

いう。しかも日本人のガン死亡率は年々上昇を続けている。

私の周りを見ても、父も母も兄もガンで亡くなり、姉もガンに罷り、5大家族のうち4人までがガン

で、まだガンの診断が出ていないのは私ひとりだけである。当然、私もそのうちに多分、などという思

いが頭をよぎる。

ガン構報には高い関心をもっているなかで、最近「安保免疫学」の記事や本を目にした。新潟大学大

学院医学部教授安保徹先生の説く、身体に自然にそなわった免疫力を高めることで、ガンも自然治癒さ

せることができるという説である。病気の発症にはストレスが深く関わっていて、ガンもその例外では

ない。心身をリラックスさせる副交感神経を優位にする(免疫療法)生活をおくれはガンになること

を防ぐことができるという。さらに「恐怖心をあおるガン検診は受けない」「現在のガン治療の主流を

占める、手術、放射線、抗ガン剤の三大療法が免疫力を下げ、死亡率を上げている」「ガンの転移は治

る前兆。免疫力で打ち負かされ散らばったのが転移。転移先のガンは小さくなっており、免疫力を弱め
¥、/　る誤った治療をしなければ治る」とも主張する。

以上、日本医学会の常識とは異なる安保理論を目にして、私は2年前に胃ガンで亡くなった兄の最期

を思った。兄は胃の全騎手術を受け、その後、抗ガン剤治療は受けずに、有効な免疫療法を模索しなが

ら、結局、免疫療法は受けることなく1年半後に亡くなった。病みぬいたその最期を思うと、もう70

歳を超えた私がガンになったならば身体に大きなダメージを受ける手術は避けて、免疫療法に経るか

もしれないと今は思う。

.参考　　*東京新聞　H・17・1・9・「こちら特報部」の語草

*マキノ出版　安保徹「ガンは自分で治せる」

碍※齢誌暗幕高鷲慈掛繚芸涛秦鴫撥埼撥言岩轟家〇・軽震穆惑い釜蓮誌・璽漆や翁齢案睡雲譲畿⑧態翰書端幕嘩緊掬

安保彼氏

参考

決定版!安保教霞と福田医師の免疫を高めて病気を治す「生き

方」革命のすすめ

人間には免疫力といって、自ら病気を防ぎ、治す力が備わって

います。病気が治らないのは、この免疫力が低下し、体を守りき

れない状態にあるためですこ免疫力の低下をもたらす元凶は心身

のストレスです。働きすぎや悩みごとなどのストレスが自律神

経のバランスを乱し、白血球のバランスを乱して、免疫力は低

下していくのですo自律神経は、全身の血管や内臓などの働きを無　福田稔氏

意識のうちに調整している神経で、細胞を興奮状態にする交感神経と、休息状態にす

る副交感神経がシーソーのようにバランスをとって働いています。活動の時間帯である日中は交感神経

優位、リラックスの時間帯である夜間は副交感神経優位になって、生活のリズムを整えています。

*マキノ出版　安保徹・福田稔　より

掃除塞弼茸一瞬鵬斡繋離一番諜茸へ蟻蓬軸潜墓前釜一滴欝の認鯨葦雲間芸・・・穣欝主∞牒欝齢・繋一端醸僻事襲弊誌薮峯噂繚鵡
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府中軟軟を考える会話重奏蔵屋

占付 �テーマ �講師 

01/う0/28 �がんと向きあったとき、あなたならどう生きますか �聖路加国際病院名誉理事長　　　　　日野寝室 
-1 �02/02/17 �「ホスピスの体験から」 �ピースハウス病院ナース　　　　　　　杉本真由美 

α0α28. �「在宅ホスピス与アについて」 �ピース∠ヽウス轟院ナースー　　　　　　　杉本真由美. 

02/07/14’ �「緩和ケアで使われる薬について」 �薬剤師(元ピースハウス病院識員)　　　　　玉井照 

砧 �02/10/11 �アサヒタウンズ特別講演会「日野原先生」 � 

が†-†/24 �亡心と身体の恵みを轟すには十・ �くらしき作陽大学教授・　　　　　　　　篠田知嚢劃 

5 �03/05/18 �地域に密着した在宅ケアについて �平林医院院長　　　　　　　　　　　　平林竹- 

6 �03/06/10 �ホスピスセミナー �桜町聖ヨハネホスピスケア研究所長　　　山時事郎 

・了 �03/轍00、 �手ヨーロッパのホスピス事情す �府中ホスピスを考える会部会長　　　　　市村晴子 

8 �03/10/26 �家で最期をむかえるために-在宅ホスピスケアの実際 �ホームケアクリ二カ川越院長　　　　　　　　　川越厚 

.9 �4/04/18 �「家族の立場から軟ビスケアを見る」 �府中ホスピスを考える会会員　　　　　駒ヶ嶺表書 

10 �04/09/10 �蒔いて生きる-人生の後半を- �蕗加国際病院名書理事長　　　　　日野廣一重さ’ 

11 �04/11/07 �コミュニティで考えるこれからのホスピスケア �ヨハネホスピスケア研究所研究員　　　長谷　方人 

ふ12 �函鵬 �夫をガンで見送って一入院治療3ヶ月後の不安- �南中ホスピスを考える会会員　　　　　森山　レイ子 

墓園星星　団目　蓋墓室　園田固題目医書

①自分の状態を100%理解している人言∴∴∴∴(細る人
③行動をすぐ始められる人　　　　　　　　　　④徹底的にやる人

⑤患者さんを支える人がいる人∴⑦廟人
⑨「ガンは治る」と信じている医師とともに闘う人

⑲治った人、治ると思って嶋、る人とつきあい、友達になっている人

徳義終審蕃萌雲塙饗埼翳翰遠軽まィ韻露節蒸器言辞藍子議緩蹄′態紡著聞党議欝の潜案弼雲つ撥畔感謝毅霊一発の

レスを溜めないことが必要。皆様のご参考にしてください。

「通信」編集委員　荒川京子、小西厚子、滝山満子、村上淳子、和田総一郎

発行元_　府中ホスピスを考える会編集部　連絡先　小西厚子042・351-4583
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